
令和6年度

⾧崎県ケアプランデータ連携システム導入モデル事業

⾧崎県

一般社団法人⾧崎県介護支援専門員協会

事業目的

県内の運用モデルを構築し、その実践検証を通じて

ケアプランデータ連携システムの普及促進に向け、

運用事例を通じて広報媒体を作成し、県内の事業所

への啓発を行う。



#VALUE!

令和6年度⾧崎県ケアプランデータ連携システム導入モデル事業でのタイムスタディ調査分析

まだまだデータ連携システムを導入している事業所が少ないため、

現時点では逆にデータ連携業務が一つ増え以前より大変ではありま

すが、全事業所がデータ連携システムを活用すれば返戻等の間違い

もなくすことができる上、紙媒体での確認作業がなくなりPC上の

みで給付管理業務ができるようになると効率よく仕事ができると思

います。

紙を今までより使用しなくてよいので、経費が削減されると思

います。FAX送信や郵送に相当な時間がかかり、心身ともにスト

レスを感じていることも多いので、そういう負担の軽減も期待

しています。

【令和６年度⾧崎県ケアプランデータ連携システム 導入モデル事業】

ケアプランデータ連携システム効果測定

①タイムスタディ調査

ケアプランデータ連携システム導入後の業務時間を調査

期間2回(月末,月初)にわたり記録
調査期間 (月末期間)2025/1/27～2025/1/31

(月初期間)2025/2/3～2025/2/7

②アンケート調査

ケアプランデータ連携システム導入後における効果につい

てアンケートを実施

配布数10件,回答数8件(回答率80%)

◆参加事業所 計10事業所

(居宅介護支援事業所)ケアプランセンター椿寿荘、ケアプランセンター平和、⾧崎県看

護協会ケアプランセンター諫早

(サービス事業所)諫早医師会ヘルパーステーション「たんぽぽ」、寿光会ヘルパーステー

ション、ヘルパーステーション笑笑、西諫早訪問看護ステーションのんのこ、医療法人和

光会介護老人保健施設恵仁荘、デイサービスこもれび、グッド・リンク諫早

ケアプランデータ連携システムを使って提供票や実績を連携する割合が高い

ほど、共有にかかる業務時間が少なくなる傾向がわかりました
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ケアプランデータ連携システム活用割合(提供票枚数に基づき計算)に対する共有時間(利用者1人あたりに

換算),左図:月初期間、右図:月末期間,どちらも居宅介護支援事業所3件

分 分【月初期間】 【月末期間】

アンケート調査では、ケアプランデータ連携システムを使用することにより業務

効率化につながると答えた事業所は67％ でした

ケアプランデータ連携システムを活用することで効率化できた(もしくは、できそう)と

思いますか

67%
33% できた(できそう)

できない(できなさそう)

ｎ＝９

◆参加事業所の声

時間短縮した結果、空いた時間をどのような業務に割り当てることができますか
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